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１ 

事
業
活
動
収
支

 

補
正
予
算

　
事
業
活
動
収
支
補
正
予
算
で
は
、

事
業
活
動
収
入
計
が
当
初
予
算
に
比

べ
15
億
４
７
７
６
万
円
の
増
（
当
初

予
算
比
５
・
90
％
増
）
で
２
７
７
億

８
４
１
５
万
円
。
事
業
活
動
支
出
計

は
、
当
初
予
算
に
比
べ
24
億
６
２
９

万
円
の
増
（
当
初
予
算
比
９
・
86
％

増
）
で
２
６
８
億
１
５
５
０
万
円
と

な
り
、
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支

差
額
は
９
億
６
８
６
５
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
基
本
金
組
入
額
合
計
は
、

当
初
予
算
に
比
べ
７
１
２
７
万
円
の

組
入
額
増
（
当
初
予
算
比
３
・
29
％

増
）
で
△
22
億
３
８
３
２
万
円
と
な

り
、
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差

額
と
基
本
金
組
入
額
合
計
を
合
わ
せ

た
当
年
度
収
支
差
額
は
、
当
初
予
算

に
比
べ
９
億
２
９
８
０
万
円
の
支
出

超
過
額
の
増
（
当
初
予
算
比
２
７
３
・

58
％
増
）
で
△
12
億
６
９
６
７
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
前
年
度
繰
越
収
支

差
額
（
△
４
４
６
億
１
７
２
４
万
円
）
を
加
え
た
翌
年
度
繰

越
収
支
差
額
は
、
当
初
予
算
に
比
べ
６
億
５
０
７
６
万
円
の

支
出
超
過
額
の
増
（
当
初
予
算
比
１
・
44
％
増
）
で
△
４
５

８
億
８
６
９
１
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

２ 

資
金
収
支
補
正
予
算

　
総
額
は
、
当
初
予
算
に
比
べ
５
億
７
６
８
７
万
円
の
増

（
当
初
予
算
比
１
・
69
％
増
）
で
３
４
６
億
７
３
５
８
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

　
収
入
の
部
で
は
、
当
年
度
収
入
合
計
が
当
初
予
算
に
比
べ

13
億
３
３
９
４
万
円
の
増
（
当
初
予
算
比
５
・
03
％
増
）
で

２
７
８
億
６
１
１
７
万
円
。
前
年
度
繰
越
支
払
資
金
は
、
当

初
予
算
に
比
べ
７
億
５
７
０
６
万
円
の
減
で
68
億
１
２
４
１

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
支
出
の
部
で
は
、
当
年
度
支
出
合
計
が
当
初
予
算
に
比
べ

14
億
９
３
２
７
万
円
の
増
（
当
初
予
算
比
５
・
69
％
増
）
で

２
７
７
億
３
４
４
６
万
円
。
翌
年
度
繰
越
支
払
資
金
は
、
翌

年
度
の
収
入
と
な
る
前
受
金
収
入
を
含
み
、
当
初
予
算
に
比

べ
９
億
１
６
４
０
万
円
の
減
（
当
初
予
算
比
11
・
67
％
減
）

で
69
億
３
９
１
２
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

学
校
法
人
専
修
大
学 

令
和
７
年
度
補
正
予
算
―
―
概
要
―
―
　
学
校
法
人
専
修
大
学
の
令
和
７
年
度
補
正
予
算
は
、
12
月
23
日
開
催
の
評
議

員
会
で
諮
問
を
経
た
後
、
理
事
会
の
決
議
に
よ
り
左
表
の
と
お
り
決
定
し
た
。

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科 目 当 初 予 算 額 補正予算 増○減△ 補正後予算額
学生生徒等納付金 20,725,586,000 ○　　383,113,000 21,108,699,000

手 数 料 1,169,845,000 △　　　1,000,000 1,168,845,000

寄 付 金 180,000,000 0 180,000,000

経 常 費 等 補 助 金 2,408,781,000 ○　　915,591,000 3,324,372,000

付 随 事 業 収 入 634,724,000 △　　 19,018,000 615,706,000

雑 収 入 780,054,000 ○　　170,650,000 950,704,000

教 育 活 動 収 入 計 25,898,990,000 ○　1,449,336,000 27,348,326,000

事
業
活
動 

支
出
の
部

人 件 費 14,016,108,000 ○　　169,864,000 14,185,972,000

教 育 研 究 経 費 8,694,352,000 ○　1,170,862,000 9,865,214,000

管 理 経 費 1,520,949,000 ○　　 84,637,000 1,605,586,000

徴 収 不 能 額 等 0 0 0

教 育 活 動 支 出 計 24,231,409,000 ○　1,425,363,000 25,656,772,000

教育活動収支差額 1,667,581,000 ○　　 23,973,000 1,691,554,000

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

受 取 利 息・ 配 当 金 152,509,000 ○　　 70,051,000 222,560,000

その他の教育活動外収入 0 0 0

教育活動外収入計 152,509,000 ○　　 70,051,000 222,560,000

事
業
活
動

支
出
の
部

借 入 金 等 利 息 11,717,000 0 11,717,000

その他の教育活動外支出 0 0 0

教育活動外支出計 11,717,000 0 11,717,000

教育活動外収支差額 140,792,000 ○　　 70,051,000 210,843,000

経 常 収 支 差 額 1,808,373,000 ○　　 94,024,000 1,902,397,000

特
別
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

資 産 売 却 差 額 152,790,000 ○　　 15,147,000 167,937,000

その他の特別収入 32,100,000 ○　　 13,231,000 45,331,000

特 別 収 入 計 184,890,000 ○　　 28,378,000 213,268,000

事
業
活
動

支
出
の
部

資 産 処 分 差 額 16,085,000 ○　　 16,802,000 32,887,000

その他の特別支出 0 ○　　964,128,000 964,128,000

特 別 支 出 計 16,085,000 ○　　980,930,000 997,015,000

特 別 収 支 差 額 168,805,000 △　　952,552,000 △　　783,747,000

[ 予  　 備 　  費 ] 150,000,000 0 150,000,000
基本金組入前当年度収支差額 1,827,178,000 △　　858,528,000 968,650,000

基 本 金 組 入 額 合 計 △　2,167,045,000 △　　 71,275,000 △　2,238,320,000

当 年 度 収 支 差 額 △　　339,867,000 △　　929,803,000 △　1,269,670,000

前 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 44,896,280,000 ○　　279,037,000 △ 44,617,243,000

基 本 金 取 崩 額 0 0 0

翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 45,236,147,000 △　　650,766,000 △ 45,886,913,000

(参考)
事 業 活 動 収 入 計 26,236,389,000 ○　1,547,765,000 27,784,154,000

事 業 活 動 支 出 計 24,409,211,000 ○　2,406,293,000 26,815,504,000

事業活動収支補正予算書
令和７年４月１日から令和８年３月31日まで

備考 １．教育活動収支の事業活動収入の部「寄付金」は施設設備寄付金を除く。
　　　２．教育活動収支の事業活動支出の部「人件費」には退職給与引当金繰入額と賞与引当金繰入
　　　　　 額を含み、「教育研究経費」と「管理経費」には、それぞれ減価償却額を含む。

（単位：円）

資金収支補正予算書

　収　入　の　部
科 目 当 初 予 算 額 補正予算 増○減△ 補正後予算額

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 20,725,586,000 ○　　383,113,000 21,108,699,000

手 数 料 収 入 1,169,845,000 △　　　1,000,000 1,168,845,000

寄 付 金 収 入 200,000,000 0 200,000,000

補 助 金 収 入 2,408,781,000 ○　　928,822,000 3,337,603,000

資 産 売 却 収 入 542,000,000 ○　　 15,148,000 557,148,000

付随事業・収益事業収入 634,724,000 △　　 19,018,000 615,706,000

受 取 利 息・ 配 当 金 収 入 152,509,000 ○　　 70,051,000 222,560,000

雑 収 入 780,054,000 ○　　170,650,000 950,704,000

借 入 金 等 収 入 0 0 0

前 受 金 収 入 3,524,344,000 0 3,524,344,000

そ の 他 の 収 入 532,263,000 ○　　 83,914,000 616,177,000

資 金 収 入 調 整 勘 定 △　4,142,880,000 △　　297,735,000 △　4,440,615,000

当 年 度 収 入 合 計 26,527,226,000 ○　1,333,945,000 27,861,171,000

前 年 度 繰 越 支 払 資 金 7,569,485,048 △　　757,067,403 6,812,417,645

収 入 の 部 合 計 34,096,711,048 ○　　576,877,597 34,673,588,645

　支　出　の　部
科 目 当 初 予 算 額 補正予算 増○減△ 補正後予算額

人 件 費 支 出 14,118,315,000 ○　　110,885,000 14,229,200,000
教 育 研 究 経 費 支 出 6,781,656,000 ○　1,168,587,000 7,950,243,000
管 理 経 費 支 出 1,334,300,000 ○　　 83,637,000 1,417,937,000
借 入 金 等 利 息 支 出 11,717,000 0 11,717,000
借 入 金 等 返 済 支 出 407,770,000 0 407,770,000
施 設 関 係 支 出 897,466,000 ○　　112,837,000 1,010,303,000
設 備 関 係 支 出 178,328,000 ○　　　5,076,000 183,404,000
資 産 運 用 支 出 2,300,278,000 ○　　122,000,000 2,422,278,000
そ の 他 の 支 出 1,320,211,000 ○　　314,180,000 1,634,391,000

［ 予 　 備 　 費 ］ 150,000,000 0 150,000,000
資 金 支 出 調 整 勘 定 △　1,258,854,000 △　　423,923,000 △　1,682,777,000

当 年 度 支 出 合 計 26,241,187,000 ○　1,493,279,000 27,734,466,000
翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 7,855,524,048 △　　916,401,403 6,939,122,645
支 出 の 部 合 計 34,096,711,048 ○　　576,877,597 34,673,588,645

令和７年４月１日から令和８年３月31日まで （単位：円）

　
１
月
15
日
発
行
の
校
友
会

誌
『
鳳
翼
』
１
１
４
号
で
は
、

桃
野
直
樹
校
友
会
長
を
座
長

と
し
て
、
馬
塲
杉
夫
専
修
大

学
長
、
阿
部
知
顕
石
巻
専
修

大
学
長
、
木
島
博
校
友
会
副

会
長
、
伊
東
孝
浩
石
巻
専
修

大
学
同
窓
会
長
、
斉
藤
方
達

石
巻
専
修
大
学
同
窓
会
副
会

長
に
よ
る
新
春
対
談
を
掲
載
。

　経済学部の永江雅和ゼミの25周年を祝う集いが12月６日、神田キャンパス
で開かれた。全国各地から歴代ゼミ生約80人が駆け付け、節目を祝った。 
　永江ゼミは「日本経済史」研究を軸に他大学とのディベート大会に活発に

参加してきた。会ではディベートに取り組んできたゼミ活動や、永江教授の

研究の足跡を映像で振り返るとともに、世代を超えて交流を深めていた。

経済・永江ゼミ 25周年祝う経済・永江ゼミ 25周年祝う

　
本
学
学
生
相
談
室
（
小
峰

直
史
室
長
）
と
川
崎
市
が
共

催
す
る
「
心
の
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
研
修
」
が
12
月
２
日
、

専
修
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ

ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。
学

生
、
教
職
員
、
川
崎
市
民
ら

約
１
３
０
人
が
対
面
や
オ
ン

ラ
イ
ン
で
参
加
。
東
京
女
子

医
科
大
学
の
濱
田
由
紀
教
授

を
講
師
に
招
き
、
こ
こ
ろ
の

病
気
に
関
す
る
正
し
い
知
識

や
サ
ポ
ー
ト
方
法
な
ど
を
学

ん
だ

写
真
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
受

講
者
が
ペ
ア
を
組
み
、「
心

配
し
て
い
る
気
持
ち
を
伝
え

る
」
な
ど
、
話
を
聴
く
際
の

コ
ツ
を
実
践
し
た
。
研
修
を

終
え
た
人
間
科
学
部
２
年
次

の
学
生
は
、「
身
近
な
人
の
細

か
な
変
化
に
気
づ
い
て
あ
げ

る
こ
と
や
、
自
分
か
ら
声
を

か
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

ん
だ
」
と
話
し
た
。

心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修

正
し
い
知
識
と

サ
ポ
ー
ト
法
学
ぶ

　
12
月
か
ら
１
月
に
か
け
て

行
わ
れ
た
高
校
の
全
国
大
会

に
付
属
高
校
が
出
場
し
た
。

　
専
修
大
学
熊
本
玉
名
高
校

（
熊
本
県
、
渡
辺
正
隆
校
長
）

吹
奏
楽
部
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ

Ｓ
は
、
第
53
回
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
全
国
大
会
（
12
月
７

日
）
中
編
成
部
門
に
九
州
代

表
と
し
て
出
場
し
、
金
賞
を

受
賞
し
た
。
ま
た
、
東
北
代

表
の
専
修
大
学
北
上
高
校

（
岩
手
県
、
阿
部
伸
校
長
）

は
、
同
部
門
で
銅
賞
を
受
賞

し
た
。

　
専
大
北
上
高
校
サ
ッ
カ
ー

部
は
、
男
女
と
も
２
年
連
続

で
全
国
大
会
に
出
場
。
男
子

は
12
月
28
日
、
国
立
競
技
場

で
の
開
会
式
で
、
主
将
の
吉

池
晃
大
さ
ん
が
堂
々
と
選
手

宣
誓
を
行
っ
た
。
試
合
は
惜

し
く
も
初
戦
で
敗
れ
た
。
女

子
（
12
月
29
日
〜
）
は
２
回

戦
に
進
ん
だ
が
、
Ｐ
Ｋ
戦
の

末
、
涙
を
の
ん
だ
。

　
専
修
大
学
松
戸
高
校
（
千

葉
県
、
五
味
光
校
長
）
ラ
グ

ビ
ー
部
は
、
第
１
０
５
回
全

国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
（
12
月
27
日

〜
）
に
出
場
。
31
大
会
ぶ
り

３
回
目
の
花
園
で
奮
闘
し
た

が
初
戦
で
敗
退
し
た
。

　
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で「Senshu 

Street 
Piano

」
が
12
月
に
初
開

催
さ
れ
た
。
生
田
会
館
に
ピ
ア
ノ

を
設
置
し
、
学
生
に
開
放
。
ク
リ

ス
マ
ス
ソ
ン
グ
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
、

Ｊ
｜

Ｐ
Ｏ
Ｐ
な
ど
、
昼
休
み
の
生

田
会
館
が
心
地
よ
い
音
色
に
包
ま

れ
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
５
日
間
に
わ
た
っ

て
開
催
さ
れ
た
。
会
場
の
一
角
で

は
、
学
生
生
活
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
、
ス
キ
ン
ケ
ア
用
品
が

配
布
さ
れ
、
計
８
１
５
人
分
の
支

援
品
が
配
ら
れ
た
。

にぎわう生田会館にストリートピアノを設置

生田会館で初開催
Senshu Street Piano

付
属
高 

全
国
大
会
で
躍
動

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国
大
会

専
大
熊
本
高

金
賞

専
大
北
上
高
は
銅
賞

矢
澤
康
祐
氏
（
や
ざ
わ
・
こ
う
す

け
）
名
誉
教
授
・
元
文
学
部
教
授

　
１
月
２
日
、
94
歳
で
死
去
。
１

９
８
１
年
か
ら
２
０
０
２
年
ま
で

在
職
。
専
門
は
東
洋
史
。

校
友
会
情
報

校
友
会
情
報

鳳
翼
114
号
刊
行

訃　
　

報


